
第
五
節
　
人
権
の
尊
重
さ
れ
る
社
会
づ
く
り

一　

人
権
と
い
う
普
遍
的
文
化
の
構
築
を
進
め
る
時
代

「
人
権
教
育
の
た
め
の
国
連

一
〇
年
」
国
内
行
動
計
画

平
成
六
（
一
九
九
四
）
年
十
二
月
の
国
連
総
会
に
お
い
て
、
七
年
か
ら
十
六
年
ま
で
の
一
〇
年
間

を
「
人
権
教
育
の
た
め
の
国
連
一
〇
年
」
と
す
る
こ
と
が
決
議
さ
れ
、
人
権
教
育
を
具
体
的
に
実

施
す
る
た
め
の
行
動
計
画
を
策
定
し
、
各
国
が
「
人
権
と
い
う
普
遍
的
文
化
」
を
構
築
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
人
権
に
関

す
る
教
育
・
啓
発
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
要
請
さ
れ
た
。

　
「
人
権
教
育
」
と
い
う
言
葉
そ
の
も
の
は
、
一
九
八
〇
年
頃
か
ら
使
わ
れ
始
め
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
在
り
方
や
学
習
方
法
等

が
提
起
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
一
九
九
〇
年
代
に
入
っ
て
、
国
家
レ
ベ
ル
で
人
権
教
育
を
位
置
づ
け
る
宣
言
が
出
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
さ
ら
に
平
成
五
年
の
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
宣
言
「
ユ
ネ
ス
コ
人
権
と
民
主
主
義
の
た
め
の
教
育
に
関
す
る
世
界
行
動

計
画
」
で
「
人
権
文
化
」
と
い
う
言
葉
が
登
場
し
た
。

　
そ
し
て
、「
人
権
教
育
の
た
め
の
国
連
一
〇
年
行
動
計
画
」（
計
画
期
間
一
九
九
五
年
か
ら
二
〇
〇
四
年
）
に
お
い
て
「
人
権
教
育
」

と
は
、「
知
識
と
技
術
の
伝
達
及
び
態
度
の
形
成
を
通
じ
、
人
権
と
い
う
普
遍
的
な
文
化
を
構
築
す
る
た
め
に
行
う
研
修
、
普

及
及
び
広
報
努
力
」
と
定
義
さ
れ
、平
成
十
七
年
の
国
連
総
会
で
採
択
さ
れ
た
「
人
権
教
育
の
た
め
の
世
界
プ
ロ
グ
ラ
ム
」（
終

了
期
限
を
設
け
ず
三
年
ご
と
の
フ
ェ
ー
ズ
及
び
行
動
計
画
を
策
定
）
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
。

　
「
人
権
教
育
の
た
め
の
国
連
一
〇
年
行
動
計
画
」
で
は
、
①
ニ
ー
ズ
の
把
握
と
戦
略
の
形
成
、
②
国
、
地
方
の
各
レ
ベ
ル
で
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の
人
権
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
立
案
と
そ
の
強
化
、
③
人
権
教
育
教
材
の
開
発
、
④
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
役
割
強
化
、
⑤
「
世
界
人

権
宣
言
」
の
普
及
の
五
つ
の
基
本
目
的
が
示
さ
れ
た
。
各
国
に
は
、
政
府
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
幅
広
い
連
携
の
上
に
人
権
教
育
の
た
め

の
国
内
委
員
会
や
人
権
セ
ン
タ
ー
を
設
立
し
、
包
括
的
、
効
果
的
か
つ
長
期
的
に
人
権
教
育
の
国
内
行
動
計
画
を
策
定
・
実
施

す
る
よ
う
期
待
さ
れ
た
。

　
我
が
国
に
お
い
て
も
、
平
成
七
年
十
二
月
、
内
閣
に
「
人
権
教
育
の
た
め
の
国
連
一
〇
年
推
進
本
部
」
を
設
置
し
、
九
年
七

月
に
「
国
内
行
動
計
画
」
を
策
定
し
た
。
こ
の
国
内
行
動
計
画
に
お
い
て
は
、
平
成
八
年
五
月
の
「
地
域
改
善
対
策
協
議
会
意

見
具
申
」
等
を
踏
ま
え
、「
全
て
の
人
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
、
あ
ら
ゆ
る
差
別
の
解
消
を
目
指
す
国
際
社
会
の
重
要
な
一
員
と

し
て
、
そ
の
役
割
を
積
極
的
に
果
た
し
て
い
く
こ
と
は
、『
人
権
の
世
紀
』
で
あ
る
二
一
世
紀
に
向
け
た
我
が
国
の
枢
要
な
責

務
と
い
う
べ
き
で
あ
る
」
と
い
う
認
識
の
下
、
女
性
、
子
ど
も
、
高
齢
者
、
障
害
者
、
同
和
問
題
、
ア
イ
ヌ
の
人
々
、
外
国
人
、

Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
、
刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
な
ど
様
々
な
人
権
問
題
を
重
要
課
題
と
し
て
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
、
多

く
の
地
方
自
治
体
で
も
同
様
の
計
画
を
策
定
し
て
い
る
。
兵
庫
県
に
お
い
て
も
、兵
庫
県
教
育
委
員
会
が
平
成
十
年
三
月
に「
人

権
教
育
基
本
方
針
」
を
、
十
三
年
三
月
に
「
兵
庫
県
人
権
教
育
及
び
啓
発
に
関
す
る
総
合
推
進
指
針
」
を
策
定
し
て
い
る
。

　
な
お
、
五
年
間
の
限
時
法
と
し
て
「
人
権
擁
護
施
策
推
進
法
」
が
平
成
八
年
十
二
月
に
公
布
、
九
年
三
月
に
施
行
、
ま
た
十

二
年
十
二
月
に
は
、「
人
権
教
育
及
び
人
権
啓
発
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」
が
制
定
・
施
行
さ
れ
、
十
四
年
三
月
、
同
法
に
基

づ
き
国
が
策
定
し
た
「
人
権
教
育
・
啓
発
に
関
す
る
基
本
計
画
」
に
、
こ
の
国
内
行
動
計
画
が
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。

　
「
人
権
教
育
の
た
め
の
国
連
一
〇
年
」
の
国
内
行
動
計
画
で
達
成
さ
れ
た
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、

①
国
や
自
治
体
の
各
レ
ベ
ル
で
「
人
権
教
育
の
た
め
の
国
連
一
〇
年
」
に
関
わ
る
行
動
計
画
や
推
進
体
制
が
つ
く
ら
れ
た
こ
と
、
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②
教
員
、
公
務
員
、
医
療
関
係
者
、
福
祉
関
係
者
な
ど
特
定
職
業
従
事
者
向
け
の
人
権
教
育
の
重
要
性
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
、

③
豊
か
な
人
権
文
化
を
築
く
た
め
の
人
権
教
育
と
い
う
考
え
方
が
広
が
っ
た
こ
と
、
④
参
加
体
験
型
学
習
に
代
表
さ
れ
る
よ
う

に
学
習
者
中
心
の
人
権
学
習
が
広
が
っ
た
こ
と
、
⑤
人
権
教
育
を
通
じ
て
育
む
べ
き
知
識
・
ス
キ
ル
・
態
度
と
い
う
議
論
が
広

が
っ
て
き
た
こ
と
、
⑥
行
政
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
協
働
す
る
と
い
う
考
え
方
が
推
奨
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
な
ど
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
昭
和
六
十
二
（
一
九
八
七
）
年
四
月
施
行
の
「
地
域
改
善
対
策
特
定
事
業
に
係
る
国
の
財
政
上
の
特
別
措
置
に

関
す
る
法
律
」（
以
下
、
地
対
財
特
法
）
は
、
五
年
間
の
時
限
立
法
で
あ
っ
た
が
、
直
ち
に
一
般
対
策
へ
全
面
的
に
移
行
す
る
こ

と
は
適
当
で
は
な
く
、
ま
た
現
実
的
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
一
般
対
策
へ
の
円
滑
な
移
行
の
経
過
措
置
が
必
要
と
し
て
地
対
財

特
法
を
二
度
改
正
し
、
当
初
の
終
期
で
あ
っ
た
平
成
四
年
三
月
末
か
ら
十
四
年
三
月
末
ま
で
の
十
年
間
、
事
業
を
段
階
的
に
絞

り
な
が
ら
法
的
措
置
を
延
長
し
た
。
な
お
、
財
政
上
の
措
置
に
つ
い

て
は
従
前
と
同
様
と
さ
れ
た
。

　
そ
し
て
、
三
三
年
間
に
わ
た
る
国
の
同
和
関
係
特
別
対
策
が
平
成

十
四
年
三
月
末
を
も
っ
て
終
了
す
る
に
当
た
り
、
同
年
三
月
二
十
九

日
に
総
務
大
臣
か
ら
「（
前
略
）
国
、
地
方
公
共
団
体
の
長
年
の
取

組
に
よ
り
、
劣
悪
な
生
活
環
境
が
差
別
を
再
生
産
す
る
よ
う
な
状
況

は
今
や
大
き
く
改
善
さ
れ
、
ま
た
、
差
別
意
識
解
消
に
向
け
た
教
育

や
啓
発
も
様
々
な
創
意
工
夫
の
下
に
推
進
さ
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

表 74　�地対財特法の経過措置対象となっ
た15事業（第二次改正）

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
⑩
⑪
⑫
⑬
⑭
⑮

住宅地区改良事業
小集落地区等改良事業
道路事業
街路事業
公共下水道整備事業
住宅新築資金等貸付事業
農山漁村経営改善資金貸付事業
営農等相談事業
地域改善対策高度化事業
経営改善普及事業
職業講習事業
受講給付金支給事業
職業指導・職業紹介及び職業相談事業
行動学校等進学奨励費補助事業
生活相談員設置事業

（総務事務次官等通知より作成）
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こ
の
よ
う
に
同
和
地
区
を
取
り
巻
く
状
況
が
大
き
く
変
化
し
た
こ
と
等
を
踏
ま
え
、
国
の
特
別
対
策
は
全
て
終
了
す
る
こ
と
と

な
っ
た
も
の
で
あ
り
、
今
後
は
、
こ
れ
ま
で
特
別
対
策
の
対
象
と
さ
れ
た
地
域
に
お
い
て
も
他
の
地
域
と
同
様
に
、
必
要
と
さ

れ
る
施
策
を
適
宜
適
切
に
実
施
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
新
し
い
人
権
救
済
制
度
の
確
立
、
人
権
教
育
・
啓
発
に

関
す
る
基
本
計
画
の
策
定
に
よ
り
、
様
々
な
人
権
課
題
に
対
応
す
る
た
め
の
人
権
擁
護
の
施
策
を
総
合
的
に
推
進
す
る
等
所
要

の
取
組
に
努
め
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
」
と
の
談
話
が
出
さ
れ
た
。

県
の

取
組

県
で
は
、
限
時
法
で
あ
る
「
地
対
財
特
法
」
制
定
後
、
法
の
趣
旨
や
関
係
事
務
次
官
通
知
等
を
受
け
、
そ
の
後
の
地

域
改
善
対
策
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ま
で
の
特
別
法
に
基
づ
く
対
策
の
成
果
と
反
省
を
踏
ま
え
、
か
つ
幅
広
い

県
民
の
合
意
に
立
脚
し
て
推
進
す
る
と
と
も
に
、
部
落
差
別
の
解
消
に
真
に
役
立
つ
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
し
た
。

そ
し
て
、
従
来
の
地
域
改
善
対
策
事
業
の
抜
本
的
な
見
直
し
と
行
政
運
営
の
適
正
化
を
図
り
、
国
及
び
市
町
と
の
連
携
を
密
に

し
な
が
ら
、
残
さ
れ
た
課
題
の
解
決
に
当
た
る
旨
、
各
市
町
長
に
通
知
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
長
年
の
取
組
に
よ
り
、
同
和
地
区
に
お
け
る
生
活
環
境
等
の
劣
悪
な
実
態
は
大
き
く
改
善
さ
れ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
し
か
し
、
心
理
的
差
別
に
つ
い
て
は
一
部
に
潜
在
化
す
る
な
ど
な
お
十
分
と
は
い
え
ず
、
引
き
続
き
人
権
意
識
の
高
揚

を
図
る
た
め
の
啓
発
活
動
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
平
成
三
年
に
設
立
さ
れ
た
兵
庫
県
人
権
啓
発
協
会
（
以
下
、

人
権
啓
発
協
会
）
を
中
心
に
、
よ
り
効
果
的
な
啓
発
活
動
を
展
開
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
と
り
わ
け
、
平
成
七
年
一
月
十
七
日
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
際
し
て
は
、
同
和
対
策
対
象
地
域
の
児
童
生
徒
や
教
育
集
会

所
の
状
況
把
握
な
ど
学
校
教
育
・
社
会
教
育
両
面
に
わ
た
る
取
組
が
行
わ
れ
た
が
、
特
に
、
教
育
復
興
は
、
公
立
学
校
施
設
災

害
復
旧
費
国
庫
負
担
法
、
激
甚
災
害
に
対
処
す
る
た
め
の
特
別
の
財
政
援
助
等
に
関
す
る
法
律
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
対
処
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す
る
た
め
の
特
別
の
財
政
援
助
及
び
助
成
に
関
す
る
法
律
等
の
下
、
対
象
地
域
内
外
を
分
け
隔
て
る
こ
と
な
く
、
統
一
的
に
行

わ
れ
た
。
ま
た
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興
の
過
程
で
学
ん
だ
、
生
命
の
尊
厳
や
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
の
大

切
さ
な
ど
の
貴
重
な
教
訓
を
生
か
し
た
様
々
な
取
組
が
進
め
ら
れ
た
。

　
一
方
、
対
象
地
域
の
被
災
状
況
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ま
で
の
同
和
対
策
事
業
で
行
わ
れ
て
き
た
環
境
改
善
事
業
が
被
害
を
一

定
食
い
止
め
た
と
は
い
え
、
改
良
住
宅
や
隣
保
館
等
の
施
設
に
お
い
て
被
害
が
多
数
発
生
し
、
住
家
に
つ
い
て
も
老
朽
化
し
た

木
造
家
屋
は
全
・
半
壊
し
た
も
の
が
多
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
災
害
復
旧
事
業
と
し
て
の
補
助
率
引
上
げ
、
住
宅
資
金
関
係
の

制
度
創
設
、
貸
付
金
利
の
軽
減
な
ど
復
旧
・
復
興
事
業
を
進
め
て
い
っ
た
。

　
な
お
、
行
政
組
織
に
お
い
て
は
、「
地
対
財
特
法
」
の
失
効
や
「
人
権
教
育
及
び
人
権
啓
発
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」
の
制

定
を
踏
ま
え
、
知
事
部
局
に
お
い
て
は
、
平
成
九
年
四
月
に
「
地
域
改
善
局
」
を
廃
止
し
「
地
域
改
善
対
策
室
」
に
、
十
年
四

月
に
は
「
人
権
啓
発
・
地
域
改
善
対
策
室
」
に
、
十
一
年
四
月
に
は
「
人
権
啓
発
・
地
域
改
善
対
策
課
」
に
、
十
二
年
四
月
に

は
部
局
の
再
編
に
よ
り
県
民
生
活
部
所
属
の
課
長
（
人
権
啓
発
・
地
域
改
善
対
策
担
当
）
と
な
り
、
十
四
年
四
月
か
ら
課
長
（
人

権
担
当
）と
な
っ
た
。
一
方
、教
育
委
員
会
に
お
い
て
も
、平
成
九
年
四
月
に「
地

域
改
善
対
策
室
」
を
廃
止
し
「
人
権
教
育
推
進
室
」
に
、
十
一
年
四
月
に
「
人

権
教
育
推
進
課
」
と
な
り
、
十
四
年
四
月
か
ら
「
人
権
教
育
課
」
と
な
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
引
き
続
き
同
和
問
題
な
ど
様
々
な
人
権
課
題
に
対
応
す
る

た
め
、
県
教
育
委
員
会
で
は
全
国
に
先
駆
け
て
平
成
十
年
三
月
に
「
人
権
教
育

基
本
方
針
」
を
策
定
し
た
。
ま
た
平
成
十
二
年
八
月
に
「
外
国
人
児
童
生
徒
に

写真153　兵庫県人権教育及び
啓発に関する総合推進指針
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か
か
る
教
育
指
針
」
を
、
知
事
部
局
で
は
十
三
年
三
月
に
「
人
権
教
育
及
び
啓
発
に
関
す
る
総
合
推
進
指
針
」
を
策
定
し
、
国
、

市
町
及
び
関
係
団
体
等
と
も
緊
密
に
連
携
し
な
が
ら
、
人
権
教
育
・
啓
発
を
積
極
的
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、
国
及
び
市
町
に

お
け
る
人
権
擁
護
の
取
組
へ
の
一
層
の
連
携
を
図
っ
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。

二　

人
権
教
育
・
啓
発
の
在
り
方

国
に
お
け
る
人

権
教
育
・
啓
発

平
成
八
年
度
、
総
務
庁
の
附
属
機
関
で
あ
る
「
地
域
改
善
対
策
協
議
会
」
が
内
閣
総
理
大
臣
及
び
関
係
大
臣

に
答
申
「
同
和
問
題
の
早
期
解
決
に
向
け
た
今
後
の
方
策
の
基
本
的
な
在
り
方
に
つ
い
て
」（
以
下
、
地
対
協

意
見
具
申
）
を
提
出
し
た
。

　
国
で
は
、
こ
の
地
対
協
意
見
具
申
で
示
さ
れ
た
人
権
教
育
・
人
権
啓
発
へ
の
再
構
築
の
方
向
性
を
踏
ま
え
、「
人
権
教
育
の

た
め
の
国
連
一
〇
年
」
に
関
す
る
国
内
行
動
計
画
が
策
定
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
平
成
十
二
年
施
行
の
「
人
権
教
育
及
び
人
権
啓

発
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
く
、
十
四
年
三
月
策
定
の
「
人
権
教
育
・
啓
発
に
関
す
る
基
本
計
画
」（
二
十
三
年
四
月
一

部
変
更
）
に
よ
り
、人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
の
早
期
実
現
に
向
け
、様
々

な
人
権
課
題
に
対
応
し
た
法
整
備
と
人
権
教
育
・
啓
発
に
関
す
る
施
策
を

総
合
的
に
推
進
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
人
権
教
育
の
指
導
方
法
等
に
関
す
る
調
査
研
究
会
議
は
、
学

校
に
お
け
る
人
権
教
育
の
一
層
の
充
実
に
資
す
る
た
め
、
平
成
十
六
年
六

月
に
「
人
権
教
育
の
指
導
方
法
等
の
在
り
方
に
つ
い
て
」
第
一
次
取
り
ま

写真 �154　地域改善対策協議
会の答申について報じる
新聞（朝日新聞�平成 8
（1996）年 3月 29 日）
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と
め
、
十
八
年
一
月
に
第
二
次
取
り
ま
と
め
、
二
十
年
三
月
に
第
三
次
取
り
ま
と
め
を
発
表
し
た
。

県
に
お
け
る
人

権
啓
発
活
動

平
成
七
年
一
月
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
見
舞
わ
れ
た
が
、
人
権
啓
発
の
拠
点
施
設
で
あ
る
県
立
の
じ
ぎ
く

会
館
（
管
理
運
営
は
人
権
啓
発
協
会
）
は
、
幸
い
に
も
大
き
な
被
害
も
な
く
、
県
の
災
害
復
旧
作
業
班
の
宿
泊

拠
点
と
し
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。

　
人
権
啓
発
協
会
で
は
県
内
各
市
町
や
関
係
者
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
社
会
の
変
化
や
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
新
し
い
啓
発

事
業
を
開
発
し
て
き
た
。

　
平
成
九
年
度
に
は
、
国
の
地
対
協
意
見
具
申
や
「
人
権
教
育
の
た
め
の
国
連
一
〇
年
」
に
関
す
る
国
内
行
動
計
画
な
ど
と
も

関
連
し
て
、
人
権
啓
発
協
会
の
事
業
内
容
を
地
域
改
善
対
策
と
し
て
の
啓
発
事
業
中
心
か
ら
、
あ
ら
ゆ
る
人
権
問
題
の
解
決
の

た
め
の
啓
発
事
業
へ
と
拡
大
し
、
人
権
問
題
を
普
遍
的
、
個
別
的
な
視
点
の
両
面
か
ら
取
り
上
げ
て
い
く
こ
と
と
し
た
。

　
平
成
十
二
年
度
に
は
、
県
民
に
人
権
問
題
に
よ
り
親
し
み
と
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
絵
本
作
家
・
永な
が
田た

萠も
え
の
デ
ザ

イ
ン
に
よ
る
「
兵
庫
県
人
権
啓
発
活
動
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
」
を
制
定
し
、
各
種
の
啓
発
活
動
に
活
用
し
て
い
る
。
さ
ら
に
よ
り

多
く
の
県
民
に
人
権
問
題
へ
の
理
解
を
促
し
、
一
人
ひ
と
り
が
人
権
を
尊
重
し
合
い
、
そ

の
理
念
を
普
及
し
て
い
く
た
め
に
人
権
啓
発
協
会
賛
助
会
員
制
度
を
設
け
た
。

　
ま
た
、
平
成
十
年
度
か
ら
「
人
権
に
関
す
る
県
民
意
識
調
査
」
を
実
施
し
、
人
権
全
般

に
関
す
る
基
礎
資
料
の
収
集
と
県
民
意
識
の
動
向
把
握
を
行
っ
た
。

　
平
成
十
三
年
度
に
は
、「
兵
庫
県
人
権
教
育
及
び
啓
発
に
関
す
る
総
合
推
進
指
針
」
が

策
定
さ
れ
た
こ
と
な
ど
を
受
け
、
学
識
経
験
者
九
名
か
ら
成
る
「
人
権
啓
発
の
あ
り
方
懇

図 �104　兵庫県人権啓発活
動シンボルマーク（兵
庫県人権啓発協会提供）
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話
会
」（
座
長
：
鈴す

ず
木き

正ま
さ
幸ゆ

き
神
戸
大
学
名
誉
教
授
）
を
設
置
、
そ
の
提
言
を
受
け
て
今
後
の
人
権
啓
発
の
基
本
方
針
を
策
定
し
た
。

　
ま
た
、
昭
和
五
十
三
年
か
ら
始
ま
っ
た
「
差
別
を
な
く
そ
う
県
民
運
動
」
は
毎
年
八
月
を
推
進
強
調
月
間
と
し
、
県
の
中
央

大
会
と
し
て
講
演
会
等
を
開
催
し
、
事
業
を
継
続
し
て
き
た
が
、
平
成
十
年
度
か
ら
は
、
こ

の
大
会
を
県
民
に
よ
り
身
近
な
も
の
と
す
る
た
め
に
楽
し
い
催
し
物
を
取
り
入
れ
た
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
方
式
に
改
め
、
市
町
と
共
同
開
催
し
た
。
さ
ら
に
、
毎
年
十
二
月
四
日
か
ら
十
日

の
「
人
権
週
間
」
で
は
全
国
的
に
啓
発
活
動
が
行
わ
れ
て
お
り
、
県
に
お
い
て
も
講
演
会
そ

の
他
の
行
事
を
実
施
し
人
権
意
識
の
高
揚
に
努
め
た
。
な
お
、
平
成
十
六
年
に
は
県
民
運
動

の
名
称
を
改
め
、
日
常
生
活
の
中
で
人
権
尊
重
を
自
然
に
態
度
や
行
動
と
し
て
表
す
こ
と
が

文
化
と
し
て
定
着
し
て
い
る
社
会
を
目
指
す
「
人
権
文
化
を
す
す
め
る
県
民
運
動
」
と
し
て

全
県
的
に
展
開
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
平
成
六
年
度
よ
り
、
応
募
を
通
し
て
一
人
で
も
多
く
の
県
民
に
人
権
問
題
に
関

心
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
に
「
の
じ
ぎ
く
文
芸
賞
」
と
し
て
、
小
説
、
詩
、

随
想
な
ど
の
応
募
作
品
か
ら
優
れ
た
作
品
を
「
作
品
集
」
と
し
て
発
行
し
て

い
る
。

　
ま
た
、
県
民
向
け
情
報
誌
「
き
ず
な
」
や
、
学
習
会
や
研
修
会
に
活
用
す

る
た
め
の
小
冊
子
「
み
ち
し
る
べ
」
な
ど
の
啓
発
資
料
も
作
成
し
た
。

　
県
内
市
町
は
も
と
よ
り
全
国
各
地
で
活
用
さ
れ
る
な
ど
高
い
評
価
を
得
て

写真 155　�人権啓発フェスティバル「ハートピ
ア」（兵庫県人権啓発協会提供）

写真156　�「のじぎく文芸賞」
作品集
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い
た
県
制
作
の
人
権
啓
発
映
画
は
、
平
成
十
二
年
度
か
ら
は
、
課
題
提
起
型
学
習
の
教
材
と
し
て
活
用
す
る
人
権
啓
発
ビ
デ
オ

に
変
更
さ
れ
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
テ
レ
ビ
に
よ
る
啓
発
映
画
の
放
映
、
ラ
ジ
オ
ス
ポ
ッ
ト
放
送
、
新
聞
広
告
ポ
ス
タ
ー
の
作
成
な
ど
幅
広
い
啓
発

活
動
を
展
開
す
る
と
と
も
に
、
人
権
問
題
研
究
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る
指
導
、
助
言
や
「
研
究
紀
要
」
の
発
行
等
調
査
研
究
活

動
、
専
門
の
相
談
員
に
よ
る
相
談
業
務
な
ど
事
業
の
充
実
を
図
っ
て
き
た
。

県
に
お
け
る

人
権
教
育

県
教
育
委
員
会
に
お
い
て
は
、
国
の
地
対
協
意
見
具
申
に
お
い
て
、
人
権
教
育
へ
の
再
構
築
の
方
向
性
が
示

さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、
こ
れ
ま
で
推
進
し
て
き
た
「
同
和
教
育
」
の
名
称
は
一
般
対
策
化
の
趣
旨
に
そ
ぐ

わ
な
い
と
し
、
県
の
現
状
と
課
題
を
踏
ま
え
、
議
論
が
重
ね
ら
れ
た
。
議
論
は
白
熱
し
た
が
、
そ
の
結
果
、
国
の
方
針
と
軌
を

一
に
し
て
、
人
権
教
育
へ
の
再
構
築
を
図
る
こ
と
と
し
、「
人
権
教
育
」
の
名
称
で
推
進
す
る
が
、
そ
の
教
育
の
内
実
に
つ
い

て
は
、「
人
権
教
育
の
在
り
方
懇
話
会
」（
座
長
：
浦う

ら
部べ

法の
り

穂ほ

神
戸
大
学
法
学
部
教
授
）
を
設
置
し
、
有
識
者
・
学
校
関
係
者
等
か

ら
提
言
を
受
け
、
こ
れ
ら
を
参
考
に
教
育
委
員
会
事
務
局
が
推
進
の
方
向
性
を
定
め
る
こ
と
と
し
た
。

　
な
お
、
平
成
九
年
三
月
三
十
一
日
付
け
教
育
長
通
知
「
今
後
の
地
域
改
善
対
策
と
し
て
の
教
育
の
推
進
に
つ
い
て
（
教
地
二

一
〇
号
）」
を
行
い
、
人
権
教
育
と
し
て
発
展
的
に
再
構
築
す
べ
き
こ
と
を
市
町
教
育
委
員
会
、
県
立
学
校
長
、
関
係
教
育
機

関
等
に
通
知
し
た
。

　
そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
か
ら
県
で
は
同
和
問
題
の
解
決
を
県
政
の
重
要
課
題
と
位
置
づ
け
推
進
し
て
き
た
が
、
な
お
、
教
育
・

啓
発
に
つ
い
て
は
解
決
す
べ
き
課
題
が
あ
る
と
の
認
識
に
立
ち
、
同
和
問
題
を
人
権
問
題
の
重
要
な
柱
と
位
置
づ
け
た
。
そ
し

て
、
学
校
教
育
で
の
教
職
員
等
の
研
修
等
や
社
会
教
育
で
の
事
業
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、
部
落
問
題
を
は
じ
め
と
す
る
様
々
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な
人
権
問
題
の
解
決
を
目
指
し
積
極
的
な
取
組
を
推
進
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
さ
ら
に
、
児
童
生
徒
用
の
人
権
教
育
資
料
と
し
て
、「
人
権
教
育
基
本
方

針
」（
平
成
十
年
三
月
）
に
基
づ
き
、
十
一
年
度
に
高
校
生
用
教
育
資
料
「
Ｈ

Ｕ
Ｍ
Ａ
Ｎ 

Ｒ
Ｉ
Ｇ
Ｈ
Ｔ
Ｓ
─
今　
私
が
ひ
ら
く　
未
来
─
」
を
作
成
し
た
。

平
成
十
二
年
度
に
は
、
幼
稚
園
及
び
小
学
校
低
学
年
用
「
ほ
ほ
え
み
」
を
、

十
三
年
度
に
は
、
小
学
校
中
学
年
用
・
高
学
年
用
「
ほ
ほ
え
み
」
を
作
成
し
、

教
育
資
料
の
整
備
に
努
め
た
。

　
ま
た
、
昭
和
四
十
一
年
度
以
来
、
平
成
十
三
年
度
ま
で
の
三
六
年
間
に
、
延
べ
一
二
万
人
を
超
え
る
高
校
生
、
大
学
生
に
対

す
る
奨
学
資
金
（
教
育
奨
学
金
）
の
給
付
及
び
貸
与
事
業
は
、
六
十
二
年
四
月
、
地
対
財
特
法
の
施
行
に
伴
い
、
高
校
生
及
び

高
等
専
門
学
校
生
へ
の
貸
与
（
経
過
措
置
と
し
て
六
十
二
年
九
月
分
ま
で
給
付
）
と
し
て
実
施
す
る
こ
と
と
し
た
が
、
平
成
十
四
年

三
月
末
、
同
法
が
失
効
し
た
こ
と
か
ら
、「
地
域
改
善
対
策
奨
学
金
貸
与
規
則
」
は
廃
止
さ
れ
た
。

　
な
お
、
平
成
十
四
年
度
以
降
は
、
経
過
措
置
と
し
て
、
十
四
年
三
月
三
十
一
日
に
お
い
て
奨
学
資
金
の
貸
与
を
受
け
て
い
る

者
が
、
現
に
在
学
し
て
い
る
学
校
を
卒
業
ま
た
は
退
学
す
る
ま
で
の
間
貸
与
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

　
こ
の
事
業
が
創
設
さ
れ
た
昭
和
四
十
一
年
度
に
お
け
る
対
象
地
域
生
徒
の
高
等
学
校
進
学
率
は
、
全
県
に
対
し
て
二
八
・
一

ポ
イ
ン
ト
の
較
差
が
あ
っ
た
が
、
平
成
十
三
年
度
に
は
四
・
七
ポ
イ
ン
ト
と
較
差
が
縮
ま
っ
た
。

兵
庫
県
人
権
・
同
和
教
育
研
究

協
議
会
（「
兵
同
教
」）
の
活
動

兵
庫
県
同
和
教
育
研
究
協
議
会
は
、
昭
和
六
十
二
年
度
か
ら
地
域
指
定
実
践
研
究
事
業
並
び

に
同
和
教
育
講
演
会
を
実
施
し
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
事
業
を
通
し
て
、同
和
教
育
の
内
容
が「
く

写真 �157　HUMAN�RIGHTS�
─今�私がひらく�未来─

第三編　阪神・淡路大震災と創造的復興

486



ら
し
に
生
き
る
」
と
い
う
自
己
課
題
と
結
び
つ
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
訴
え
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
平
成
五
年
度
、「
同
和
教
育
兵
庫
」
の
果
た
す
役
割
を
従
来
の
機
関
誌
と
い
う
意
味
か
ら
、
教
育
・
啓
発
誌
へ
と
そ

の
性
格
を
位
置
づ
け
た
。
特
に
、
被
差
別
の
立
場
に
あ
る
人
々
の
思
い
を
大
切
に
す
る
と
い
う
視
点
か
ら
「
声
の
欄
」
の
充
実
、

モ
ニ
タ
ー
制
度
の
導
入
な
ど
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
機
能
の
充
実
を
図
っ
た
。

　
平
成
九
年
十
二
月
に
は
、「
兵
庫
県
同
和
教
育
研
究
協
議
会
組
織
検
討
委
員
会
」
を
設
置
し
、過
去
の
活
動
を
評
価
し
な
が
ら
、

二
一
世
紀
を
見
据
え
「
人
権
に
満
ち
た
社
会
づ
く
り
に
寄
与
」
す
る
兵
同
教
の
今
後
の
組
織
や
活
動
の
方
向
を
検
討
し
、
十
一

年
二
月
に
、
そ
の
答
申
の
ま
と
め
と
し
て
、
①
人
権
・
同
和
教
育
が
子
ど
も
と
学
校
を
甦
ら
せ
る
、
②
人
権
・
同
和
教
育
が
人

権
文
化
に
満
ち
た
社
会
を
創
造
す
る
、
③
将
来
的
に
は
住
民
と
と
も
に
参
画
・
協
働
し
な
が
ら
人
権
文
化
の
創
造
活
動
が
推
進

で
き
る
人
権
・
同
和
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー
が
必
要
で
あ
る
と
提
案
し
た
。

　
平
成
十
一
年
六
月
に
は
、
兵
庫
県
人
権
・
同
和
教
育
研
究
協
議
会
（
兵
同
教
）
と
改
称
し
、
十
二
年
十
二
月
に
は
、
兵
同
教

創
立
五
〇
周
年
記
念
式
典
を
開
催
し
た
。
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